









































































































第1時 ① 江戸時代の災害の傾向を読み取り，18世紀中頃に起きた洪水を記録した ・友山，藩，領民（百姓）
奥貫友山が復興に携わっていたことを確認する。 それぞれどのような対応を
ねらい ・災害の傾向を資料から読み取る。 したのか。
， 。①，② ・武蔵国入間郡久下戸村の位置を確認し 友山が行った復興策を読み取る




















第3時 ① 災害により幕府の政治の仕組み（幕藩体制 ，村の仕組みはどう影響を ・その後，幕府の政治の仕）
受けたのかを検討する。 組み（幕藩体制 ，村の仕）
ねらい 〇 その後の災害で幕府が取った復興活動を確認する。 組みはどう影響を受けた
④，⑤ 〇 十分な復興ができない幕府や藩の立場（信頼）はどうなっていくのか考 のか。
える。















No ねらい 問い 集計結果評価基準Ａ（十分満足である ，Ｂ（おおむ）
）， （ ）ね満足である Ｃ 不十分である
1 江戸時代の災害の傾 江戸時代の災害年表から Ａ：編年による災害の傾向を読み取ること Ａ：39人
向を読み取ることが 災害の傾向を読み取ろう ができている 。 Ｂ：51人
できる （災害の発 Ｂ：災害の多寡を読み取ることができてい Ｃ： 1人。
生，被害の状況への る。
。理解） Ｃ：災害の傾向を読み取ることができない
2 名主である友山が復 なぜ，友山は復興に力を Ａ：後悔の原因のうち，複数を関連付けて Ａ：61人
興を行ったことに後 尽くしたのに，後悔して 説明することができている。 Ｂ：30人
悔していた理由を理 いるのか Ｂ：後悔の原因の一つを説明することがで Ｃ： 0人
解 す る こ と が で き きている。
る。 Ｃ：後悔の原因を説明することができてい
ない。
3 幕府，藩，友山，領 この洪水に対して 幕府 Ａ：政治の特色である仁政イデオロギーを Ａ：45人， ，
民はどのように対応 藩，友山，領民はどのよ ふまえるなど社会の仕組みをふまえた Ｂ：43人























（ ） ， ，２ 当時の社会構造の特徴と限界へと認識を深化させ 現代社会に生かせる学習の分析
検討。
